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はじめに 

このたびは、令和２年度安全衛生表彰にお

いて「優良賞」という栄誉をいただき、誠にあ

りがとうございました。これもひとえに陸上

貨物運送事業労働災害防止協会様、茨城県ト

ラック協会様、並びに各関係会社様のご支援、

ご指導によるものと深く感謝いたします。 

弊社は、昭和52年に設立し、関東は茨城県の

南部行方市を拠点に、大型トレーラーを主に、

近隣の鹿嶋市、神栖市にまたがる鹿島臨海工

業地域、関東圏はもとより東北地域から関西

地域までを輸送地域としております。 

１ 安全への取組 

［安全スローガンの設定］ 

 「私は絶対事故を起こしません」をスローガ

ンに日々取り組んでおります。 

［社内安全会議］ 

 基本として月の第一土曜日を開催日とし、

一般的ではありますが指導及び監督を行って

います。 

［荷主との会議］ 

 数社との取引がありますが各社、年に３度

ほどの安全会議、訪問指導等をもって過重労

働、交通事故、労災事故等の起こらない職場を

目指しております。 

 

 

募集中です！応募方法は当誌11ページまたはこちらをご覧ください  

令和2年度安全衛生表彰「優良賞」受賞事業場 

安全はプロドライバーとしての社会的使命 
額賀運輸有限会社（茨城県支部） 

 

http://rikusai.or.jp/
http://rikusai.or.jp/hyougo/2019/
http://www.rikusai.or.jp
http://www.rikusai.or.jp/public/katsudo/hyogo/H30/hyogo.html
http://rikusai.or.jp/event_schedule/hyougo/
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［安全教育の実施］ 

 車両の後退時の死角の検証と操作テクニッ

クの意見交換を行っております。 

［フォークリフト作業について］ 

 有資格者もおりますが、集荷作業、納品時

におけるフォークリフト作業は基本的には行

いません。 

［交通労働災害防止活動］ 

 タイトルにも掲げてありますが、「プロド

ライバー」であることの認識を強く持つこと

により、車社会全体の模範となることが、交

通事故は勿論のこと作業中の労働災害防止に

繋がっていくと思います。 

 

２ 労働衛生への取組 

［熱中症・新型コロナウイルス感染症対策］ 

 熱中症予防として、送風機付きの上着を配

布しました。 

 感染症対策としては、マスク、除菌スプ

レーを配布し、出先ではパーキング、サービ

スエリア、コンビニ等の使用時の注意喚起を

いたしました。 

［過重労働対策］ 

 弊社といたしましては、全車両にデジタル

タコグラフを装着しております。ＧＰＳの機

能を活かし、運行が適切に行われているか随

時把握することで拘束時間、速度の超過、連

続運転、休憩時間等のチェックを行い、厳守

されていない場合はその都度指導等を行って

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

［健康診断、有所見者への対応］ 

 年に2回健康診断を受診し、健康診断結果報

告書を通じ、所見の結果をもとに自己の健康

状態を把握してもらっています。有所見者に

対しては再診の結果を提出してもらっており

ます。 

 

３ その他の取組内容 

 毎年、社員全体、家族を含めてのバーベ

キュー会や球技大会を行っております。今年

度は新型コロナウイルス感染症の影響で全面

的に中止となってしまいました。早急にコロ

ナ禍が収束し、また開催できることを祈って

おります。 

 

結びに 

 このたびの令和２年度安全衛生表彰における

「優良賞」をいただいたことを機に、更に社員

全員「プロドライバー」として日々精進してま

いります。 

 今後とも、陸上貨物運送事業労働災害防止協

会様、茨城県トラック協会様ともにご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします。 

荷主との会議 ＧＰＳを活かして拘束時間の管理 
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陸災防では、自社の作業環境や災害事例等を容易に取り込み、安全教育用の素材として生成で

きる「陸災防労働災害事例生成ツール」(使用料無料)を開発しました。 

本ツールは、職場の安全教育における災害事例、リスクアセスメントシート等として、幅広く

活用することができます。 

本ツールには、陸災防ホームページのトップページ又は「安全衛生管理・対策」内にある「陸

災防労働災害事例生成ツール」のリンクからアクセスできます。 

本ツールは令和3年4月1日より運用を開始しますが、利用には事前登録が必要です。登録受付

を3月29日以降開始します。 

なお、3月中旬より、当協会本部ホームページにて、本ツールのPR動画及び取扱説明書がご覧

いただけますのでご活用ください。 
 

【登録方法について】 

最初にアカウントを登録してください。新規のアカウント登録は、ログイン画面右下の「アカ

ウントの登録依頼はこちら」にアクセスし、登録事項をコピー＆ペーストし全ての項目を記入し

た上で、メールを送信してください。 

3月29日以降のメール送信の宛先：saigai-jirei.registration@rikusai.or.jp 

陸災防での登録後、後ほど、登録完了のメールが届きます。登録したログインＩＤ、パスワード

でログインしてください。 

【陸災防労働災害事例生成ツールの機能について】 

 この災害事例生成ツールは、 

⑴ 過去に起こった災害の「災害事例閲覧※」「新規登録」 

⑵ 今後予見される災害の「リスクアセスメント例閲覧※」「新規登録」 

に分かれています。 

 ※当協会の会員（賛助会員含む）は、共有化された「災害事例」、「リスクアセスメント例」

の閲覧が可能です。非会員は、自ら作成、登録した事例のみ閲覧可能です。 

  
【災害事例閲覧画面】 

 
 災害事例閲覧画面では、災害事例ごとに事例タイトル、作業場所、作業内容、起因物を一覧で

見ることができ、事例タイトルをクリックすると、災害事例の内容を確認することができます。 

【労働災害防止活動支援ツールのご案内（4月1日から運用開始！）】 

のご案内 

mailto:saigai-jirei.registration@rikusai.or.jp
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【災害事例の内容画面】 

 
 災害の発生状況、原因、再発防止対策、正しい手順の流れの各コンテンツ毎に、画像を貼付す

ることができます。 

 なお、これらの画像は、各コンテンツ毎に複数枚登録することにより、パソコン上ではアニ

メーションとして動的に表現することが可能です。 

  
         ⑴災害の再現（災害の発生状況）     ⑵災害の原因 

  
⑶再発防止対策       ⑷正しい手順の流れ 
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 災害事例を社内研修の資料とする場合、紙媒体と映像での出力が可能です。 

 紙媒体では、前頁で説明した災害事例の内容画面がＡ4サイズで出力されます。画像は、内容

画面の次ページ以降に印刷されます。（1ページ6枚まで） 

 映像では、コンテンツを四分割して、各コンテンツの説明をしながら進むことが可能です。 

 画像が複数枚登録されていれば、画像下の「自動で画像を切り替える」ボタンにチェックをい

れることで、動的に画像が再生されます。 
 
 災害の発生状況画面 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

災害の原因画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再発防止対策画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

正しい作業手順の流れ画面 
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【新規登録について（災害事例）】 

 災害事例の新規登録は、掲載されている事例を参考に、必要事項を記入してください。 

 
 

 画像の登録は、災害の発生状況、原因、再発防止対策、正しい手順の4つのコンテンツそれぞ

れに入力します。画像の登録は必須ではありません。 

 登録しない場合は、「次へ」ボタンで進んでください（完了ボタンまで）。 

 画像は1コンテンツにつき、最大6枚まで登録可能です。 

 
 

 また、登録した画像にはご自身で用意された視覚効果作用のエフェクトや音声を登録すること

ができます。（映像出力時のみ有効） 
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【新規登録について（リスクアセスメント）】 

 災害を未然に防ぐために、危険予知、リスクアセスメントは有効な手法です。陸災防災害事例

生成ツールは、未然防止の観点からも活用することができます。 

 

 入力、画像登録方法は、災害事例の登録と同様です。災害事例では「実際に起こった災害」と

なりますが、リスクアセスメントでは「起こりうる災害」を想定して、記載してください。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「陸災防災害事例生成ツール」が、社員教育の場等で大いに活用され、災害が一件でも減少す

ることを心より祈念しています。 
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第36回全国フォークリフト運転競技大会 

実施要綱 

－令和3年10月2日(土)・3日(日)の2日間にて愛知県で開催－ 

１ 目的 

 フォークリフト運転競技を通じ遵法精神と安全

意識の高揚及び運転の知識と技能の向上を図り、

もって職場における安全作業の確立と労働災害防

止の推進に資することとする。 

２ 主催 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

３ 後援 

厚生労働省 

４ 協賛 

 公益社団法人 全日本トラック協会 

 一般社団法人 日本産業車両協会 

５ 競技部門 

「一般の部」と「女性の部」の2部門とする。 

６ 実施期日 

令和3年10月2日(土) 11時00分～16時35分  

オリエンテーション、学科競技及び点検競技 

令和3年10月3日(日) 8時45分～14時30分  

 運転競技、表彰式 

７ 実施場所 

中部トラック総合研修センター 

（愛知県みよし市福谷町西ノ洞21-127） 

８ 参加人員 

「一般の部」及び「女性の部」で約60名 

９ 出場者資格 

出場者推薦日において、次のいずれにも該当す

る者とする。 

⑴ 都道府県支部の会員事業場の従業員で、勤務

成績が優秀であり、かつ、フォークリフト運転

技能講習修了後１年以上経過していること。 

⑵ フォークリフト又は自動車の運転により、過

去1年間事故を起こしたことがないこと。また、

過去3年間(フォークリフト運転技能講習修了又

は自動車運転免許取得後の期間が3年に満たな

い者については、当該3年に満たない期間)人身

事故を起こしたことがないこと。 

10 出場者推薦 

⑴ 出場者の推薦に当たっては、次によるものと

する。 

ア 都道府県支部又はブロックで実施する競技

大会に参加した者のうちから、都道府県支部

において次の人数の者を推薦することができ

ること。 

  (ｱ) 「一般の部」1名 

  (ｲ) 「女性の部」1名 

イ 「一般の部」への参加者は、男女の別を問

わないが、過去の全国大会の「一般の部」で

優勝又は準優勝した者は、推薦することがで

きないこと。 

ウ 「女性の部」については、過去の全国大会

の「女性の部」で優勝又は準優勝した者は、

推薦することができないこと。 

エ 同一人が「一般の部」及び「女性の部」の

双方に参加することはできないこと。女性の

参加者がいずれの部に参加するかは、本人の

希望に基づくものであること。 

⑵ 都道府県支部長は、9月10日(金)までに、会長あ

て出場者の推薦を行うものとする。 

11 参加費 

参加費は、無料とする。 

12 競技種目及び配点 

競技種目は、学科競技、点検競技及び運転競技

の3種目とし、配点は、学科競技300点、点検競技

100点、運転競技600点、合計1,000点とする。 

13 各競技種目の実施要領 

 各競技種目は、次により実施する。なお、点検

競技及び運転競技についての詳細は、「第36回全

国フォークリフト運転競技大会点検競技及び運

転競技実施細目」による。 

⑴ 学科競技 

ア 出題数は50問とし、正誤方式とする。 

イ 出題科目並びに科目ごとの問題及び配点

は、次表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 制限時間は40分とする。 

              区分 問題 配点 

関係法令 10 60 

 10 60 

 20 120 

運転に必要な力学 10 60 

合 計 50 300 

科目 



陸運と安全衛生 №621 令和3年3月（毎月1回10日発行）                          （9） 

 

⑵ 点検競技 

ア 競技要領 

   荷役運搬作業の安全性を確保するための

作業開始前点検を主体として行う。フォー

クリフトにあらかじめ設定した不具合箇所

を競技者に発見させ、その都度、不具合状態

を審査員に報告させる方法とする。 

イ 使用車種 

「コマツ」・「住友」・「三菱」製の最大

荷重が1.5トンのカウンタバランスフォー

クリフト（ガソリン・トルコン車）とする。 

なお、個々の選手が使用する点検車両は、

当日抽選の上決定する。 

⑶ 運転競技（走行及び積卸し） 

ア 競技要領 

 安全な荷役運搬作業を主体として行う。規

定のコースを走行し、所定の重量の荷の取

りおろし、移動、荷の積付けを行う方法と

し、基準操作技術について減点方式により

採点する。 

イ 使用車種 

 「トヨタ」製の最大荷重が2.5トンのカウン

タバランスフォークリフト（ガソリン・トル

コン車）とする。 

ウ 使用積載荷重 

 1.0トン 

14 順位の決定 

⑴ 「一般の部」及び「女性の部」のそれぞれに

おいて、学科競技、点検競技及び運転競技の合

計点を総合得点とし、総合得点に従い順位を決

定する。 

⑵ 総合得点が同点である者が生ずる場合に

は、運転競技得点が高い者を上位者とし、運転

競技得点も同点である場合には、点検競技得

点が高い者を上位者とする。さらに、点検競技

得点も同点である場合には、運転競技時間の

短い者を上位者とする。 

15 表彰 

⑴ 「一般の部」及び「女性の部」それぞれにお

いて、 

ア 第1位の者に、厚生労働大臣賞を贈る。 

イ 第1位の者に、陸上貨物運送事業労働災害

防止協会会長杯を授与する。 

ウ 総合得点第1位から第5位までの者に陸上貨

物運送事業労働災害防止協会会長賞を贈る。 

⑵ 規模300人未満であり、かつ、親企業100％出

資の子会社以外の企業の選手のうち、その他

の模範となるような健闘をした選手（一般の

部、女性の部それぞれ1名）に対して、その健

闘をたたえて健闘賞を贈る（入賞者は除く。）。 

⑶ 出場者全員に、全国大会出場の記念品を贈る。 

⑷ 優勝者については、所轄労働局長を表敬する

とともに、入賞者については、全国陸上貨物運送

事業労働災害防止大会で顕彰することとする。 

16 その他 

 本大会では、新型コロナウイルス感染症予防対 

策として、選手の検温、室内の換気、手指のアル 

コール消毒、来場者のマスク着用徹底等の対策を 

実施した上で、開催することとする。 
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【支部の活動】 

北海道支部が「安全管理者選任時研修」を開催 

 陸災防北海道支部は令和3年2月15日、16日の2

日間、「安全管理者選任時研修」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

安全管理者選任時研修とは 

 運送業において常時50人以上の労働者（正社

員以外も含む。）を使用する事業場は、「安全管

理者」を選任し、その者に職場の安全に係る技術

的事項を管理させなければならないと労働安全

衛生法にて義務付けられています。 

 安全管理者には資格要件があり、学歴区分に

より必要とされる期間、安全衛生に係る実務経

験を有することのほか、厚生労働大臣が定める

研修修了者であることと定められています。※ 

 本研修は、この厚生労働大臣が定める研修と

して実施されるもので、陸運業の事業場の安全

管理者として適切な安全管理を行っていただく

ための内容となっております。 

 北海道支部では本研修を年に1回開催してお

り、合計9時間のカリキュラムを2日間に分けて

実施しております。今回の研修には30名が受講

し、講師は陸災防本部大下安全管理士、会場はト

ラック協会研修センターにて新型コロナウイル

ス感染症対策を行い実施しました。 

北海道支部独自の受講料助成（会員特典） 

 本研修の受講料は15,000円ですが、北海道支

部の会員事業場は12,000円の助成を受けられる

ため、直接負担は3,000円です。 

 この助成は北海道支部が独自で行っているも

ので、北海道支部が北海道トラック協会と契約

を結び、北海道トラック協会の助成交付金事業

の一環として実施されており、北海道支部の会

員特典の一つです。 

グループ討議を実施 

 北海道支部では、本研修受講者が安全管理者と

して適切な安全管理を行っていただくため、グ

ループ討議も取り入れて実施しています。 

 カリキュラム「事業場における安全衛生の水

準の向上を図ることを目的として事業者が一連

の過程を定めて行う自主的活動」にて、受講者が

1班6名に別れグループ討議を行います。討議終

了後に全てのグループが討議結果の発表等を行

い、活発な質疑応答の後、講師が講評を行ってい

ます。様々な会社からの受講者同士の討議は今

後業務を実施する上で大変役立つと思われま

す。 

 

 

 

 

 

 

今後の開催について 

 昨今のコロナ禍においても30名が受講いただ

きました。今後とも多くの方に受講いただくよ

う、広報してまいります。 
 
※…詳細につきましては、本誌№614令和2年7月号及び

№615令和2年8月号掲載の「やさしく解説『労働安全
衛生法』」第4回、第5回をご覧ください。 

 愛媛県支部は、令和3年2月1日から2月28日を「荷役災害防止強化月間」、2
に

月8
や

日と9
く

日を「荷役災害防止の日」と設定し、愛媛労働局の後援を受け、愛媛県トラッ

ク協会とともに労働災害撲滅に向けて安全意識の高揚を図りました。 

 期間中、県下の全会員事業場及び約2,000社の荷主事業場へチラシ、ポスター、

荷役作業現場等に関するチェックリストの配布を行い、また、会員事業場へは荷役

労働災害防止における遵守事項の配布等、荷主事業場へは協力要請文書の発出も

行いました。 

【支部の活動】 

愛媛県支部が「荷役災害防止強化月間」を実施 

グループ討議の様子     討議結果の発表 
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令和3年度｢ ｣を ！ 

当協会では、陸運業で働く人々の安全と健康を守り、労働災害の防止に取り組んでいくこと

を呼びかける「安全衛生標語」を募集いたします。 

入選作品は最も優れたものを最優秀賞、それに次ぐものを優秀賞とし、令和3年11月11日

（木）に熊本県熊本市にて開催する第57回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会において顕

彰するとともに、当協会のホームページや広報紙｢陸運と安全衛生｣で公表いたします。 

なお、入選作品は、当協会の安全ポスターのスローガン等に用いる他、企業・事業場で広く

活用していただくこととしております。 

詳しくは次の募集案内をご覧ください。皆様から多数の応募をお願いします。 

 入選作品数 賞品 

最優秀賞 
3作品（各部門ご

とに、1作品） 

2万円分の図書

カード 

優秀賞 
3作品（各部門ご

とに、1作品） 

5千円分の図書

カード 

募集標語のテーマ 

 次の3部門について、陸運業で働く人々の安

全と健康を守り、労働災害の防止に取り組んで

いくことを、具体的かつ簡明な表現で呼びかけ

るもの 

⑴「荷役」部門 

荷役作業における労働災害の防止を呼び

かけるもの 

[テーマ例] 

① 荷役作業時の墜落・転落又は転倒の

防止に関するもの 

② 荷主等との連携に基づく災害防止に

関するもの 

③ 高年齢労働者の荷役労働災害防止に

関するもの 

④ 法令の遵守や自主的な安全衛生活動

の推進に関するもの 

⑤ 危険予知活動、リスクアセスメント

等の実施に関するもの 

⑥ フォークリフト、ロールボックスパ

レット等による災害防止に関するもの 

⑵「交通」部門 

交通労働災害の防止を呼びかけるもの 

  [テーマ例] 

① 過労運転防止のための運行管理（適

切な休憩の付与等）に関するもの 

② 高年齢運転者の交通労働災害防止

に関するもの 

③ 法令の遵守や自主的な安全衛生活

動の推進に関するもの 

④ 交通KY（交通危険予知活動）の実施

に関するもの 

⑤ 安全運転の実施に関するもの 

⑶「健康」部門 

健康の確保・増進を呼びかけるもの 

  [テーマ例] 

① 健康診断の実施と事後措置の徹底に

関するもの 

② ストレスチェック等のメンタルヘル

ス対策に関するもの 

③ 過重労働対策（恒常的に時間外労働

を発生させない労働時間管理等）の徹

底に関するもの 

④ 腰痛予防に関するもの 

応募の方法 

 応募の方法につきましては、次のURLまたは

当誌№620（令和3年2月号）をご覧ください。 

http://rikusai.or.jp/event_schedule/hyougo/ 

募集の締切 

令和3年4月30日（金） 

入選作品 

⑴ 入選作品数は、次のとおりとし、また、入

選者には、表彰状のほか次の賞品をお贈りし

ます。 

 
 

 

 

 

 

お問合せ先 

〒108-0014 東京都港区芝5-35-2 

安全衛生総合会館10階 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 

業務部 広報課 

TEL   : 03-3455-3857 

E-mail : r3hyougo@rikusai.or.jp 

http://rikusai.or.jp/event_schedule/hyougo/
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（第３回）

  テーマ ｢新型コロナ禍の気分転換法」

【連載】      

精神科医 夏目 誠 

 

職場の雑談から

職場ストレス

女性では「職場
内対人葛藤」が
いつの時代も

トップです

職場ストレスが強
いか、どうかで、２
つのタイプに分類
できると聞きました

配置転換、過重労働、
職場内対人ストレス、

リストラが多い

図１．「職場の雑談」から
コロナ疲れかな

Stay Homeが大変。
気分転換も難しい。

新型コロナ禍で、
仕事の方法も変わり
バタバタしているよ。

いつまで続く？
「コロナ疲れ」だよ。

周りに「コロナうつ」が。

課長

男女の課員

岡島課長：テレワークでゴタゴタ、営業を、どうするか？ 

佐田社員（女）：女性はもっとしんどい。学校が休みになった時に、4人が一緒。圧迫感がス

ゴイ。家事は私が。絶えずイライラしながら。 

加藤社員（男）：職場でもマスク着用。正直、わずらわしい。 

岡島課長： いつ収束かわからないのが最大の不安だ。 

加藤社員：何だか、落ちつかないね。 

佐田社員：居酒屋で一杯もできない…し、ね。 

加藤社員：食べ歩きができない。 

岡島課長：「コロナ疲れ」ですね。 

加藤社員：「コロナ不安」、「コロナうつ」っていう言葉、わかりますね。気分転換法を知り

たいなぁ… 

まず、キモです。 
対処の精神はアルベール・カミュが執筆し、再びベストセラーになった「ペスト」から学

べます。新型コロナ禍と同様、死を招くペスト（疫病）と戦い続け主人公であるリウー医師

が言う「我々ができることは誠実さである」、「できることをする、自分の職務を果たすこと」、「疫病か

ら起こった様々な事柄を忘れない」の３つにあります。 

これをポリシーにし、すぐにできる対象法を紹介します。 

１ 電話でしゃべる、SNSのチャットで楽しむ。 
 おしゃべりは生の声。イキイキした反応がかえってきます。この効果は大きい。テレワー

クで減少したからね。電話活用をしましょう。どんな話でも構いませんよ。スムーズな感情

交流になり、癒されますね。「仲間がいる」のを実感できます。不安が強い時は、その話を

PIXTA｜夏目  
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すればいい。相手も同様とわかり、自分だけ悩んでいるのでないと共感でき、ホッとします。 

 チャットの活用も。生の言葉でやりとりができ、ラクになれますよ。 
 

２ パソコン画面で食事、飲み会を楽しむ  

 感染への危険性が高まるのは食事や飲酒をする場面です。「心がオープン」になるから、

大きな声になりがち。ツバが飛び飛沫感染になる。防止はアクリル板と短時間の食事でしょ

う。でも味気ない。 

 そこでパソコン画面を使った食事会、飲み会がおすすめ。画面を見ながら話をし、食べる。

酒を酌み交わす。盛り上がりますよ。 
 

３ 運動不足解消こそ、散歩・筋トレなどで発散 
「出勤が運動だったと気付く腹（からあげ大好き）・サラリーマン川柳」の名句にあるように

「通勤は運動」です。テレワークがもたらす致命傷。3,000～4,000歩に該当する。社内でも

2,000歩以上を歩いています。運動不足に気づき・対処がいります。 

 家の周りの散歩が良いでしょう。30分くらい歩けば汗ばみ、いい運動になります。歩きな

がら木や花々を愛でるのもいいですし、四季が味わえます。これにプラスし「筋トレ」やラ

ジオ体操をしましょうね。終わったらシャワーを浴び、身も心もリフレッシュします！ 
 

４ 動画、テレビ・ゲームを楽しむ、漫画や本の世界に没入する  

娯楽と言えばテレビ。好きな番組を録画も生かし、はまってください。若者は「ゲーム」

ファンが多いでしょうね。最新ソフトに熱中する。1日2時間以内にしてね。映画好きなら動

画やDVDで心いくまで楽しんでください。見逃した、懐かしい、好きな映画を楽しむ。大

作やシリーズものをじっくり見るのも良いでしょう。 

 私は読書が趣味。時間があるときに読み、没入します。皆さんも、好きな作家やジャンル

の本を楽しんでください。漫画などの「大人読み」は、おすすめ。全巻を買いそろえ、一気

に読み切るのです。別世界で楽しめますよ。 
 

５ 音楽を聴く、1人カラオケで熱唱、ラップ・ロックで踊る  

 好きな音楽を時間もわすれ聴くのは至福の時。歌いたい方はテレビ画面を利用した「1人

カラオケ」で熱唱するのも嬉しいこと。踊りたい方は、ラップやロックなどをミュージック

のリズムとともにダンシングしましょう。汗が出るくらいまで。いい運動ですよ。 

最後に、「マコトの一言」にまとめました。 

 

マコトの一言
期待したくなる
のは人のサガ
かもしれません

2人は別人
格ですから。期待
をかければ相手
は辛くなります。

希望するが
期待しない

秋吉｜夏目

マコトの一言

新型コロナ禍で
「コロナ疲れ」です。
「3密」回避で気分
転換が難しい。何

か良い方法を 10の対処法を紹介。
できるものから、実

施してください。

運動は忘れずにね。

秋吉｜夏目
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【連載Ⅱ】 安全衛生水準向上にお役立てください！ 
 

やさしく解説「労働安全衛生法」 第1２回 

安全委員会・衛生委員会は一定規模等の事業

場に設置義務があり、事業者が講ずべき事業場

の安全、衛生対策の推進について事業者が必要

な意見を聴取し、その協力を得るために設置運

営されるものです。 

陸運業では、労働者が50人以上の事業場に安

全委員会・衛生委員会とも設置義務があること

から、両委員会を合わせて安全衛生委員会とし

て設置されている事業場がほとんどです。本連

載では、安衛法の条文に沿って、安全委員会、

衛生委員会及び安全衛生委員会（以下「委員会」

といいます。）の順に説明します。 

9 安全委員会（第17条） 

 ⑴ 安全委員会の構成 

   安全委員会の委員については、安衛法第

17条第2～5項に、次の者をもって構成す

るよう規定されています。 

   なお、議長は、①の者がなります。 

また、②～③を合わせた委員数と⑦の委

員数は同数か⑦の委員数を多くする必要

があります（労働組合との労働協約に別段

の定めがあるときは、その限りで適用しま

せん。）。 

 ⑵ 安全委員会の付議事項 

   安全委員会の付議事項については、安衛

法第17条第1項に、次のように規定されて

います。 

    

   下線部の労働者の危険の防止に関する

重要事項については、安衛則第21条に次の

ように規定されています。 

 ⑶ 委員会の会議 

   委員会は、毎月1回以上開催しなければ

なりません。 

   委員会の運営については、当該委員会で

「安全衛生委員会規程」などを作成するこ

とにより定めるようにしてください。 

 ⑷ 委員会の留意点 

   委員会は、労働時間内に行なうのを原則

としてください。 

   また、委員会は、団体交渉を行なうとこ

ろではないことに留意してください。問題

のある事項については、労使が納得の行く

まで話し合い、労使の一致した意見に基づ

いて行動することが望ましいとされてい

ます。 

 ⑸ 委員会の意見等の記録・保存・周知 

   委員会の開催の都度、これらの委員会の

意見、当該意見を踏まえて講じた措置の内

容、議事で重要なものを記録し、これを3年

間保存しなければなりません。 

   また、その記録を常時各作業場の見やす

い場所に掲示等をして、労働者に周知する

必要があります。 

① 総括安全衛生管理者など、その事業場の

トップの者（１名に限る。） 

② 安全管理者 

 ③ 安全に関し経験を有する者 

 ④ 労働者の過半数で組織する労働組合（過 

  半数組合がない場合は労働者の過半数を 

   代表する者）が推薦した者  

一  労働者の危険を防止するための基本とな

るべき対策に関すること。 

二  労働災害の原因及び再発防止対策で、安

全に係るものに関すること。 

三  前二号に掲げるもののほか、労働者の危 

  険の防止に関する重要事項  

一  安全に関する規程の作成に関すること。 

二 危険性又は有害性等の調査（リスクアセ  

スメント）及びその結果に基づき講ずる措

置のうち、安全に係るものに関すること。 

三 安全衛生に関する計画(安全に係る部分

に限る。)の作成、実施、評価及び改善に関

すること。 

四  安全教育の実施計画の作成に関すること。 

五  厚生労働大臣、都道府県労働局長、労働

基準監督署長、労働基準監督官又は産業安

全専門官から文書により命令、指示、勧告

又は指導を受けた事項のうち、労働者の危

険の防止に関すること。 
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前回に引き続き、もう少し「墜落・転落」

について解説します。  

◆陸運業における墜落・転落◆ 

 陸運業における「墜落・転落災害」は、前

回、全体の約28％を占めるとお伝えしまし

たが、これらを起因物との関係でいえば、平

成31年/令和元年（死傷災害の全件数15,382

件）の墜落・転落災害4,279件のうち、トラッ

クが2,985件、はしご等が267件、階段等が

238件、建築・構築物125件、フォークリフ

ト99件、荷姿の物89件、等々となっていま

す。 

 また、荷役災害の34％が墜落・転落災害

で、うちトラック荷台からが80％を占める

というデータもあります。  

 さらにもう一つの視点として、墜落・転落

災害の年齢別での年千人率（労働者千人当

たりの年間災害発生率）を見たとき、5歳年

齢ごとに取ると19歳以下の0.80から60歳

から64歳の3.41まで、年齢とともに年千人

率が高くなっていく傾向を示しています。

年齢との相関性の高い事故の型といえま

す。年齢を重ねるごとに筋力や関節機能

等々、様々に低下を来すことを考えると、今

後も益々高年齢化するドライバー労働者

を、怪我無くしっかりと働いて頂く就労環

境を作っていく、ということも重要です。  

◆荷台からの墜落・転落災害の分析◆ 

 トラック荷台の型別では、平荷台とパネ

ルバンとで大きな差はありません、どの型

式からも墜落転落は生じているということ

です。 

 荷台からの墜落転落といってもその場面

は様々です。シートの掛け外し・取扱中や、

あおり上の移動中のものもあれば、荷台上

の積卸し中での災害（後ろ向き＝荷台端に

背を向けて作業した中での事故）や、荷の固

定固縛中での災害もあります。とはいえ中

でもやはり「荷台から降りる時」を筆頭に

「荷台昇降」時の災害が概ね40％を占め圧

倒的な多さです。これらには「荷台からの意

図的な飛び降りによる負傷」も相当数を占

めています。意図的な飛び降りについては、

先述の高年齢化の問題も踏まえれば、なお

のこと「安全な昇降設備」が求められるとこ

ろです。 

 トラック荷台は相応に高く、ワンステッ

プではなかなか上がれません。降りるのも

この高さではいわゆる「飛び降り」という形

態になってしまいます。ステップを車載装

備としておく、これが必要です。バン型車等

のリアステップやサイドステップを装備す

る、これらステップは、網状にしたり、突起

や穴あけ加工を施すなどで滑り止めにも配

慮する。夜間での視認性を高めるためには

黄色等の着色化も有効です。  

階段ステップをリヤドアの下部やボディ

外側に格納式で設けておくことや、これら

設備対策を取るまでは、荷台に簡便なもの

であっても昇降用の階段や踏み台を常備さ

せておく、こんなことも次善の策としては

必要かもしれません。  

 三点支持をしっかり執れるよう、その支

持のグリップは要所に設けておいてほしい

ところです。グリップを持つことで、ステッ

プから足を踏み外したりした場合でも墜落

転落事故を防げます。リアフレーム部やド

ア面へ、鋼製のグリップなど、必要箇所に設

備しておくことです。  

◆荷台だけからではない墜落・転落◆ 

 もちろんトラック荷台からの墜落転落は

かねてより我が陸運業の大きな課題である

ことに間違いありませんが、実は、運転席や

トラクターの連結部、バンパーなど、荷台以

外からの災害も多発している現状にありま

す。いわば「トラック車体部」からの墜落等

をどう防ぐかが重要といえましょう。  

 作業中における保護帽の着用、耐滑性の

ある作業靴や滑りにくい措置のされた手袋

の着用、等々可能な限りの対策を執りなが

ら、「トラックからの墜落や転落を起こさせ

ない」取組が大切です。  

【新連載】事故事例を自分の現場の情報源とするために 

 解説!「労働災害の『事故の型』」第３回 
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【陸災防協賛の安全運動】 

令和３年春の全国交通安全運動 
－令和3年4月6日～15日の10日間実施－ 

警察庁、厚生労働省、国土交通省、全日

本トラック協会等関係団体の主催、当協会

等関係153団体の協賛にて「令和3年春の全

国交通安全運動」が実施されます。 

この交通安全運動では、次の3点を全国規

模の運動重点として、様々な活動が実施さ

れます。 

⑴ 子供と高齢者を始めとする歩行者の

安全の確保 

⑵ 自転車の安全利用の推進 

⑶ 歩行者等の保護を始めとする安全運

転意識の向上 

また、4月10日㈯には「交通事故死ゼロを

目指す日」が実施されます。 

運動の詳細につきましては、次のURLからご覧くださ

い。 

https://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou/

r03_haru/youkou.html 

https://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou/r03_haru/youkou.html
https://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou/r03_haru/youkou.html
https://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou/r03_haru/youkou.html
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  災害事例 
   と 
その対策 

 

ルール、手順、安全対策を徹底するために 

 ルール、手順、安全対策を作り、設備を整備し

て現場に通知・指示を行ったとしても、労働災害

が発生することがあります。 

１ 事業の種類：一般貨物自動車運送業 

        （従業員数：40名） 

２ 発生日時・場所：12月16時半頃 

          配送先（A社）構内 

３ 被災者：運転手（B社） 60代 経験5年 

４ 傷病の程度：死亡 

５ 災害発生状況 

 被災者は、A社構内にて、自ら配送した貨物を

倉庫横の所定の場所に取り卸した。その後、作業

終了確認書にハンコをもらうため、トラック専

用の駐車場に車を停め、歩行用通路を通り100ｍ

ほど離れた事務所に徒歩で向かった。 

 途中、交差点の横断歩道を渡っていたところ、

右後方から左折してきたA社のオペレータが運

転するフォークリフトに激突され、更に巻き込

まれ、死亡した。 

 現場交差点角には植木が植えられていた。

所々に街路灯が立ち、フォークリフトも前照灯

をつけていたが、夕方の薄暗がりの中、植木の先

にある横断歩道を渡っている被災者を発見する

のが遅れた。 

 交差点には信号がないため、一時停止の標識

及び道路上にマーキングがあり、一時停止後安

全を確認することになっていたがフォークリフ

トは停止しなかった。 

 被災者は1月ほど前から当該配送先に来るよ

うになった。これまでは15時ころまでには作業

が終了しており、日没前後かつA社の屋外業務終

了時間帯での作業は初めてであった。また、暗色

の作業服を着ていた。 

６ 被災時の状況、行動及び心理等 

 ⑴ 被災者 

  • 横断歩道を渡る際に左右確認を行ったか

は不明。また、フォークリフトの接近に気付

いていたかも不明。 

 ⑵ フォークリフトオペレータ 

  • 当日の作業が終了した後で、当日の作業

を頭の中で反芻しながら、空荷であること

や、屋外業務で寒く、早く事務所に戻りたい

ことから速度を上げて走行していた。 

   交差点で左折するために減速したが、横

断歩道前で一時停止は行わなかった。 

７ 原因 

 ⑴ 人の不安全、不安定な行動 

  • フォークリフトオペレータは、交差点の

一時停止の標識に従わなかった。 

  • 考えごとをしながら、注意散漫な状態で

フォークリフトを運転していた。 

 ⑵ 物の不安全な状態 

  • 日没前後で歩行者を視認しにくい状況で

あった。 

  • 作業服の色が視認しにくいものであった。 

  • 交差点角に木が植えられ見通しが良くな

かった。 

 ⑶ 管理面での不安全な要因 

  • 交差点でのルールを順守していると思わ

れていたが、現場での順守状況を確認した

ことは無かった。 

  • 日没前後に視認しにくい色の作業服で移

動していることを危険と思わなかった。 

 歩行者を視認しにくい要因が揃っているが、

一番の原因は安全確保のためのルールが守られ

なかったことです。 

８ 対策 

 A社の対策として、第一にフォークリフト作業

時のルールの徹底。設備的対策として植木の伐

採、交差点への照明の設置や人を認識すると点

滅するスポットライトの設置等。陸運事業者と

の定期的な安全会議の開催。 

 被災者側の対策として、荷主との安全会議議

事の周知（荷主庭先でのルール、危険場所、災害

事例等）、制服への反射素材の縫付や反射ベスト

の常時着用。 

 以上の対策が考えられますが、最も重要な対

策は、荷主と陸運事業者が荷役作業安全ガイド

ラインに示された事項に取り組むことです。例

としては、荷役作業等の付帯業務についての書

面契約締結、荷主から陸運事業者への安全作業

連絡書の通知、合同での作業場所の巡視です。 

 また、ルールを順守させるためには、「なぜ」

ではなく「当然」と認識させることが必要です。

ルールの説明や安全教育を繰り返し行うこと

で、従業員がルールの必要性を実感し、ルールを

守る意義の理解にも繋がっていきます。 
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令和3年2月8日現在 

令和3年2月8日現在 

令和3年2月8日現在 

資料出所：厚生労働省 

（注）上記 2表の右端の列の「その他」は、「墜落・転落」～「交通事故（その他）」以外をまとめたもの 

   詳細は、陸災防ホームページ http://www.rikusai.or.jpに掲載 

業種別労働災害発生状況(令和2年速報) 

業種、事故の型別死亡災害発生状況 （令和2年1月～12月） 

業種、事故の型別死傷災害発生状況 （令和2年1月～12月） 

死亡者数 構成比 死亡者数 構成比 増減数 増減率 死傷者数 構成比 死傷者数 構成比 増減数 増減率

(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％)

全 産 業 745 100.0 795 100.0 -50 -6.3 122,889 100.0 119,820 100.0 3,069 2.6

製 造 業 127 17.0 134 16.9 -7 -5.2 24,616 20.0 25,857 21.6 -1,241 -4.8

鉱 業 7 0.9 10 1.3 -3 -30.0 193 0.2 200 0.2 -7 -3.5

建 設 業 248 33.3 261 32.8 -13 -5.0 14,379 11.7 14,579 12.2 -200 -1.4

交 通 運 輸業 10 1.3 13 1.6 -3 -23.1 2,592 2.1 2,977 2.5 -385 -12.9

陸上貨物運送事業 83 11.1 86 10.8 -3 -3.5 15,196 12.4 14,847 12.4 349 2.4

港 湾 荷 役業 3 0.4 7 0.9 -4 -57.1 319 0.3 369 0.3 -50 -13.6

林 業 36 4.8 33 4.2 3 9.1 1,262 1.0 1,226 1.0 36 2.9

農業、畜産・水産業 34 4.6 28 3.5 6 21.4 3,074 2.5 2,845 2.4 229 8.0

第 三 次 産業 197 26.4 223 28.1 -26 -11.7 61,258 49.8 56,920 47.5 4,338 7.6

令和2年1月～12月 令和元年1月～12月

[速報値]
対元年比較

[速報値]

死亡 死傷

[速報値] [速報値]
対元年比較

令和2年1月～12月 令和元年1月～12月

合計 墜落・転落 転倒 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

その他

全 産 業 745 185 21 41 46 54 119 156 4 119

製 造 業 127 22 4 10 7 7 42 5 0 30

建 設 業 248 92 6 14 26 14 23 38 1 34

交 通 運 輸 業 10 2 0 0 0 1 2 3 0 2

そ の 他 277 52 11 13 10 26 36 79 2 48

陸上貨物運送事業 83 17 0 4 3 6 16 31 1 5

同上対前年増減 -3 0 -1 -1 -2 0 9 -7 1 -2

合計 墜落・転落 転倒 激突 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

動作の反動・

無理な動作
その他

陸上貨物運送事業 15,196 4,208 2,505 1,154 673 420 765 1,546 751 12 2,632 530

同上対前年増減 349 56 115 25 16 -31 -67 -72 -49 1 294 61

令和2年1～12月の労働災害発生状況（速報値）が更新された。 

前月1月発表時点から死亡災害が4人追加され83人となり前年比−6.0％から−3.5％、死傷災害が1,518人

追加され15,196人となり前年比2.9％から2.4％と変化した。 

https://www.tanizawa.co.jp/
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業種別労働災害発生状況 (令和3年速報) 

資料出所：厚生労働省 

業種、事故の型別死亡災害発生状況 （令和3年1月） 

(注） 上記2表の右端の列の「その他」は、「墜落・転落」～「交通事故（その他）」以外をまとめたもの 
詳細は、陸災防ホームページhttp://www.rikusai.or.jpに掲載 

令和3年2月8日現在 

令和3年2月8日現在 

死亡者数 構成比 死亡者数 構成比 増減数 増減率 死傷者数 構成比 死傷者数 構成比 増減数 増減率

(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％)

全 産 業 37 100.0 38 100.0 -1 -2.6 4,773 100.0 3,524 100.0 1,249 35.4

製 造 業 4 10.8 7 18.4 -3 -42.9 986 20.7 813 23.1 173 21.3

鉱 業 0 0.0 0 0.0 0 - 9 0.2 7 0.2 2 28.6

建 設 業 18 48.6 14 36.8 4 28.6 518 10.9 438 12.4 80 18.3

交通運輸事業 0 0.0 1 2.6 -1 -100.0 128 2.7 98 2.8 30 30.6

陸上貨物運送事業 9 24.3 2 5.3 7 350.0 654 13.7 541 15.4 113 20.9

港 湾 運 送業 0 0.0 0 0.0 0 - 16 0.3 14 0.4 2 14.3

林 業 0 0.0 3 7.9 -3 -100.0 46 1.0 55 1.6 -9 -16.4

農業、畜産・水産業 0 0.0 0 0.0 0 - 78 1.6 83 2.4 -5 -6.0

第 三 次 産業 6 16.2 11 28.9 -5 -45.5 2,338 49.0 1,475 41.9 863 58.5

前年比較
令和3年1月 令和2年1月 令和3年1月 令和2年1月

[速報値]
前年比較

[速報値]

死亡 死傷

[速報値] [速報値]

合計 墜落・転落 転倒 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

その他

全 産 業 37 12 1 3 5 3 5 6 0 2

製 造 業 4 0 0 1 0 0 2 0 0 1

建 設 業 18 8 1 0 4 1 1 3 0 0

交 通 運 輸 事 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 6 2 0 0 0 0 2 1 0 1

陸上貨物運送事業 9 2 0 2 1 2 0 2 0 0

同上対前年増減 7 2 0 2 -1 2 0 2 0 0

合計 墜落・転落 転倒 激突 飛来・落下 崩壊・倒壊 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

交通事故
（道路）

交通事故
（その他）

動作の反動・

無理な動作
その他

陸上貨物運送事業 654 171 195 39 28 13 25 57 34 0 88 4

同上対前年増減 113 6 68 -4 12 -2 2 7 11 -3 25 -9

令和3年最初の労働災害発生状況が発表された。 

死亡災害では前年から7人増加し、事故の型で見ると突出した型はないものの「墜落・転落」「飛来・落

下」「激突され」「交通事故（道路）」で2人ずつ増加した。 

死傷災害では前年から113人増加し、事故の型で見ると「転倒」が68人増加と突出している。また、前年

死傷災害で多くを占めた「動作の反動・無理な動作」は25人増加し昨年からの増加傾向が続いている。 

令和3年2月8日現在 
業種、事故の型別死傷災害発生状況 （令和3年1月） 

陸運業 死亡災害の概要(令和3年1月) 
                                     

令和3年2月8日現在 速報 
                                  陸災防調べ 
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(注）内容については、後日、削除又は記載内容を修正する場合があります 

【厚生労働省からのお知らせ】 

｢トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」
に新コンテンツ追加 
～トラック運転者の長時間労働改善に向けた「着荷主」向けの周知用動画を掲載しました～   
厚生労働省は、「トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」に、新たなコン

テンツとして、「着荷主」企業向けの周知用動画「今こそ始めてみませんか？トラック運転者の
ために、『着荷主』ができること。」を掲載しました。 

内容は、着荷主企業・発荷主企業・トラック運送事業者が、トラック運転者の長時間労働改善
のために「どのように協力しあい、具体的な取組を進め、それぞれがメリットを得ながら、問題
を解決していくのか」を、ドラマ形式（アニメーション）で再現したものになっています。 

■｢トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」 

https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp/ 

https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp/

